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小
松
が
誇
る
貴
重
な
文
化
遺
産
や
伝
統
産
業
の
礎
を
築
き
、
小
松
発
展
の
祖
と
言
わ
れ
る
、
加
賀
前
田
家
三
代
・
前
田
利
常
公
。

小
松
城
に
入
城
し
て
３
８
０
年
と
い
う
節
目
の
年
に
、
そ
の
功
績
を
た
ど
り
ま
す
。

前田利常公銅像

　
加
賀
前
田
家
三
代
当
主
と
し
て
活
躍
し

た
利
常
公
は
、
家
督
を
長
男
の
光
高
に
譲
り
、

寛
永
17（
１
６
４
０
）年
、
幼
少
期
を
過
ご
し

た
思
い
出
の
残
る
小
松
城
に
入
城
し
ま
す
。

　
美
術
工
芸
や
茶
の
湯
に
通
じ
て
い
た
利

常
公
は
、
全
国
か
ら
名
の
あ
る
文
化
人
や
名

工
を
小
松
に
招
き
、
文
化
の
振
興
に
力
を
注

ぎ
ま
し
た
。

　
茶
の
湯
に
お
い
て
は
、
千
利
休
の
ひ
孫
に

あ
た
る
仙
叟
宗
室
を
迎
え
ま
し
た
が
、
仙
叟

が
武
家
の
み
な
ら
ず
町
人
に
ま
で
茶
の
湯

を
広
め
た
こ
と
で
、
小
松
に
茶
道
文
化
が
広

く
浸
透
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
利
常
公
は
茶

器
な
ど
を
全
国
か
ら
集
め
る
と
と
も
に
、
美

術
工
芸
品
の
生
産
を
進
め
ま
し
た
が
、
そ
の

こ
と
が
伝
統
工
芸「
九
谷
焼
」に
も
つ
な
が

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
神
仏
を
敬
い
大
切
に
し
、
戦
乱
で
荒

れ
果
て
た
那
谷
寺
を
再
興
し
た
だ
け
で
な

く
、
小
松
天
満
宮
を
造
営
す
る
な
ど
、
文
化

財
と
し
て
残
る
建
造
物
を
建
て
た
こ
と
で

も
有
名
で
す
。

　
利
常
公
の
入
城
以
来
、
小
松
の
文
化
は
こ

う
し
て
大
き
く
発
展
し
、
今
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
す
。

小
松
の
文
化
発
展
を
導
い
た
名
君

▲芦城公園の中にある茶室「仙叟屋敷ならびに玄庵」で、
今も多くの市民の皆さんが茶道に親しんでいます。

▲能を愛し広めた利常公。「こま
つ能楽教室」では、子供たちに
その伝統が継承されています。

▶加賀藩を守るため、小松城と
金沢城の鬼門の線上に造営さ
れた小松天満宮。

小松の文化・産業発展の礎を築く──小松の文化・産業発展の礎を築く──
　
利
常
公
の
入
城
に
伴
い
、
多
く
の
武
士
と

と
も
に
職
人
や
商
人
も
小
松
に
集
ま
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
古
く
か
ら
の
特
産
品
で
、

品
質
の
統
制
な
ど
が
行
わ
れ
た
絹
織
物
。
城

の
整
備
に
際
し
て
日
末
や
蓮
代
寺
で
焼
か

せ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
瓦
生
産

な
ど
、
様
々
な
産
業
の
保
護
奨
励
を
行
っ
た

こ
と
で
、
小
松
は
南
加
賀
に
お
け
る
産
業
・

商
業
の
中
心
的
な
ま
ち
と
し
て
大
き
く
発

展
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
絹
織
物
の
商
い
で
力
を
つ
け
た
商

人
た
ち
は
、
小
松
の
代
表
的
な
町
人
文
化
の

曳
山
子
供
歌
舞
伎
を
始
め
る
原
動
力
と
な

り
ま
し
た
。
産
業
の
保
護
育
成
に
力
を
尽
く

し
た
利
常
公
が
、
の
ち
に
華
開
く
町
人
文
化

の
礎
を
築
い
た
と
言
え
ま
す
。

も
の
づ
く
り
の
振
興
で

産
業
・
商
業
の
中
心
地
へ

▶小松城瓦
前田家の家紋である「梅鉢」の紋様
が施されているのが分かります。

▲加賀絹
古くからの小松の特産品であった絹織物。利常公の保護
奨励によって一層盛んとなり、「当町随一之産業」と言わ
れるほど江戸時代には小松の主要な産業となりました。

加　賀　茶　の　は　じ　ま　り
　「加賀はお茶どころ」と言われていますが、茶の生産にも利常公は大きく関わっています。山城（現在の京都
府）・近江（現在の滋賀県）から茶の種を取り寄せた利常公は、小松の長谷部理右衛門に栽培を命じ、理右衛門は
金平・瀬領で採れた茶を利常公に献上。これが加賀茶の始まりと伝わっています。利常公は大変喜び、金平産の
茶には「金の薫」、瀬領産には「谷の音」という銘を付けたとのことです。

ちょっと
　　一息

◀▲香り高く、多くの人に親しまれている「加賀棒茶」。明
治期、加賀地域で生産されたお茶は大量に輸出され、
地元に良いお茶が残りませんでした。そこで、仕方な
く製造過程で取り除かれる茎の部分をほうじて飲んで
みたところ、実においしかった。これが、加賀棒茶の
誕生秘話です。
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　市
制
80
周
年
記
念
事
業
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
茶
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
利
常
公 

園
遊
会
。
利
常
公
の
居
城
・
小
松
城
の
三
の
丸
跡
に
造
ら

れ
た
芦
城
公
園
で
、
お
茶
を
味
わ
い
な
が
ら
楽
し
め
る
様
々
な
企
画
を
開
催
し
ま
す
。
新
緑
が
芽
吹
く
園
内
で
、
利
常
公
が
築
い
た
小
松
の
文
化

を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
４
月
19
日
㊐

と
こ
ろ
　
芦
城
公
園
内

と
　
き
　
４
月
19
日
㊐

と
こ
ろ
　
芦
城
公
園
内

市制80周年の
はじまりだよー！

　和の音楽や踊りで、市制80周年のスタートをお祝いします。

時間　9時30分～10時15分　　　ところ　前田利常公銅像前（芦城公園内）

　利常公が振興した文化やものづくりを体験しましょう。

時間　10時30分～16時　　　ところ　市民ギャラリールフレ、公会堂

①小松畳表　ミニ畳作り（参加費／500円）
②シルク染め（参加費／1,500円）　
③加賀友禅　彩色体験（参加費／1,000円）
④着物着付け、撮影会（参加費／3,500円〈着物
レンタル＋着付け〉、1,000円〈着付けのみ〉）
　持ち物　足袋、履物（レンタル可〈別料金〉）
⑤能楽ワークショップ（参加無料）
申し込み　①～③はもしもしセンター　☎20・0404
　　　　　④は結いの会　神田　☎090・1630・8955
　　　　　⑤は当日受け付け
　　　　　※いずれも先着順（人数には制限があります）

　小松の町人文化と産業の継承を表現した曳山
華舞台や、「和」をイメージした花のオブジェな
ど、色鮮やかな花装飾で訪れる皆さんをもてな
します。

オープニングセレモニーでは、笛・舞踊・
三弦によるおめでたい「鶴亀三番叟」と、
市制80周年を記念して新たに制作した民
謡「小松おどり」を披露いただきます。

時間　10時～16時　　　ところ　芦城公園

　緑茶や棒茶、台湾茶、ハーブティーなど、市内外か
ら様々なお茶が一堂に会します。
　茶文化の歴史が深い南加賀地域でも、これまでにな
い催しとなります。各店舗のお茶を飲み比べて、それ
ぞれの個性ある味わいをお楽しみください。

◀漢方茶をブレンドする体験などの各種ワークショップも
開催します。

茶舎 觀壽（金沢市）

▶お茶と一緒に楽しめる和菓子やランチのほか、
お茶を使ったノンアルコールカクテル（ティー
モクテル）などもあり、多彩な店舗が並びます。

九谷セラミック・ラボラトリー（小松市）

ARU（小松市）

◀茶器や九谷焼きの販売もあります。

※感染症が流行しているため、状況によってイベントが変更・中止になる場合があります。
最新情報は、市ホームページをご確認ください。

▶500円で自由に各店舗
のお茶の飲み比べがで
きます（オリジナル茶
杯付き）。

Botanically（小松市）

文化体験内容

同 時 開 催

企画展
「写真が語る小松80年の記憶」
　市制80年を記念した企画展。小松
の懐かしい風景写真などを展示しま
す。
会期　4月4日（土）～5月31日（日）

企画展「美術館は春爛漫」
　咲き誇る花々
のモチーフや風
景など、美術館
が春の情景に包
まれます。
会期　6月21日
（日）まで

特別展「至上の美を求めて
　　　－大京コレクション－」

　大京（二宮文化
財団）が収集した
美術品の中から、
名品の数々を北
陸初公開します。
会期　5月17日
（日）まで

市制80周年特別企画布花オブジェ展
「布花とクラシカルなひととき
～布花と和の融合～」
　布花のアトリエ「Nana flower」に
よる布花オブジェを展示します。
会期　6月21日（日）まで

本陣記念美術館

宮本三郎美術館

博 物 館

▲駅前にオープンした「こまビル」（昭和45年）

▲堂本印象「春光を背に」

▲宮本三郎「裸婦半身像」

利常公 園遊会マップ（芦城公園）


